
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism 

第三者活用の試行について 

資料 ４ 



1 

４－ １．試行についての整理 

案１）、案２）は、それぞれ社会的負担（コスト）が必要となる仕組みであることから、両制度を実
施するのではなく、今後の施工管理の形態も踏まえての効果的な方法として、案２を試行する。 

案１ 案２ 

品 質 検査を発注者から委託するため、品質
の検査内容、検査方法は今後も発注
者が定めた内容となる。 

当面は、証明項目を発注者が定めるが、
将来的には施工者による検査項目以上
の品質管理を活かすことができる 
（別紙参照） 

課 題 発注者の権限の多くを明確に第三者に
移譲しないと現場が非効率となる恐れ
がある。 

第三者の中立性が確保できないと品質確
保に懸念が残る。 

将来性 発注者からの委託による検査であるこ
とから、受注者の施工データを活用し
た検査の工夫による効率化は限定的
である。 

①受注者での施工データを活用しての品
質証明に工夫の可能性が想定され、施
工及び品質証明がより効率化すること
が期待できる。 

②客観的な施工データを活用することで、
第三者の中立性の課題が改善される。 



４－２．品質確保のための体制と業務内容 （土工事のケース １／３） 

検査業務 

技術検査 
中間技術検査（１～２回） 

完成検査 （ １ 回 ） 

 

給付の完了確認 

既済部分検査（国債工事） 
完成検査 （ １ 回 ） 

 

 
  
   
   
 
 
 
  敷均し状況 
  締め固め状況 
  使用材料 等 
  
 
  基準高 
  幅 
  法長 

  

  現場密度  
  プルフロー 
      リング        
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施工者の書類・
写真で検査 

・２００ｍ毎に 
１箇所計測 

・他は施工者の書
類・写真で検査 

監督職員による
段階確認及び施
工者の書類・写真
で検査 

契約書等の履行状況 
施工体制等 

工事実施状況 

合否判定 
破壊検査 

出来形 

品 質 

工程管理 
安全管理 

工事施工状況 

工事実施状況 
工事施工状況 

施工体制等 

出来形 

品 質 

出来ばえ 
成績評定 

（現行） 検査項目と頻度は以下のとおり 

出来形管理等 

出来形の精度 

品質管理等 

品  質 

検査職員が確認する項目 

※１ 契約書等の履行状況：協議・指示事項の確認 

基準高 
法長 

幅 

※1 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４－２．品質確保のための体制と業務内容 （土工事のケース（案） ２／３） 

検査業務 

3 

工程管理 

安全管理 

工事実施状況 

施工体制等 

出来形 

品 質 

出来ばえ 
成績評定 

検査職員が確認する項目 

現場臨場による確認 
１～２回／週程度 

 

  
   
  敷均し状況 
  締め固め状況 
  使用材料 等 
 
 
 
   
 
 
 
  基準高 
  幅 
  法長 

  

  現場密度  
   
  プルフロー 
      リング        

 

 

工事実施状況 
工事施工状況 

出来形 

品 質 

重要事項のみ
とする 
（１～２回／週） 

４０ｍ毎に 
１箇所計測 

路体：1回/1000ｍ3 
路床：1回/500ｍ3 

路床：全線 

品質証明員が確認する項目 

（案２の場合） 第三者による品質証明の導入による確認項目と頻度の充実 

施工者との契約による品質証明 

品質証明 
（第三者） 

（頻度） 

 
施工状況・出来形・品質の確認 

工事施工方法 

技術検査 
中間技術検査（１～２回） 

完成検査 （ １ 回 ） 

 

出来形管理等 

出来形の精度 

品質管理等 

品  質 

工程管理 
安全管理 

※１ 

※１ 技術検査に移行 

給付の完了確認 

既済部分検査（１回/２ヶ月程度） 
  完成検査（１回） 

 

 

  
   
   
 
 

 
  敷均し状況 
  締め固め状況 
  使用材料 等 
  
 

  基準高 
  幅 
  法長 

  

  現場密度  
  プルフロー 
      リング        

 

 

契約書等の履行状況 
施工体制台帳 

工事実施状況 

合否判定 
破壊検査 

出来形 

品 質 

工事施工状況 

証明を
確認 

証明を
確認 

証明を
確認 

施工者の書類・
写真で検査 

品質
証明 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４－２．品質確保のための体制と業務内容 （土工事のケース（案） ３／３） 
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現場臨場による確認 
管理データによる随時の確認 

 
  

   
  敷均し状況 
  締め固め状況 
   
 
   
  使用材料 等 
 
   
 
 
  基準高 
  幅 
  法長 

  

  
  
  現場密度  
  
  プルフロー 
      リング        

 

 

工事実施状況 
工事施工状況 

出来形 

品 質 

路床：全線 

品質証明員が確認する項目 

施工者との契約による品質証明 

品質証明 
（第三者） 

（案２において情報化技術を活用した場合） 施工者のデータの活用による確認内容の充実 

TS・GNSSを用い

た盛土の締め固
め管理のデータ
確認  （早期） 

TSを用いた出来

形管理データ確
認（H25一般化） 

工事毎に１回 
確認 

（頻度） 

 
施工状況・出来形・品質の確認 

検査業務 

工程管理 

安全管理 

工事実施状況 

施工体制等 

出来形 

品 質 

出来ばえ 
成績評定 

検査職員が確認する項目 

工事施工方法 

技術検査 
中間技術検査（１～２回） 

完成検査 （ １ 回 ） 

 

出来形管理等 

出来形の精度 

品質管理等 

品  質 

給付の完了確認 

既済部分検査（１回/２ヶ月程度） 
  完成検査（１回） 

 
 

  
   
   
 
 

 
  敷均し状況 
  締め固め状況 
  使用材料 等 
  
 

  基準高 
  幅 
  法長 

  

  現場密度  
  プルフロー 
      リング        

 

 

契約書等の履行状況 

工事実施状況 

合否判定 
破壊検査 

出来形 

品 質 

工事施工状況 

証明を
確認 

証明を
確認 

証明を
確認 

施工者の書類・
写真で検査 

TS・GNSSを用い

た盛土の締め固
め管理のデータ
確認  （早期） 

品質
証明 

施工体制台帳 
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４－３．試行項目及び予定（案）について 

○品質証明内容の適合性 
１．試行での検証事項 

○品質確保の有効性 

以下の考え方による、H24年度に案２での試行を実施する。 

○整備局にて数工事程度を選定。 
   ※工事の工種・規模によって、工事施工状況の頻度について検証する 

４．スケジュール（案） 

（例）  土工を含む一般土木工事 Ａ、Ｂ、Ｃ 
     構造物を含む工事 
     舗装工事Ａ，Ｂ       （※維持・修繕工事は実施しない） 

○平成２４年度下半期から、現場において試行案を実施。 

３．試行対象工事（案） 

 

２．試行対象工事における設定等 

○第三者：発注者において設定（用意） 
 

○第三者の業務内容：工事特記仕様書に明記 
 

○第三者費用 ：工事特記仕様書に単価明示（実績で精算） 

○発注者、受注者、第三者の施工管理における効率性 


